
平成0年 の高温 ・乾燥がりんごの花芽に及ぼした影響

(園試 果 樹部 ・環境部)

1.背 景とねらい

平成 6年 は7月 から暑い日が続き、夏日 (日最高気温が25℃以上)が 41日連続する程の記録的な

猛暑となった。そのため、りんごの生育も一時的ではあるが停滞 し、乾燥 じやすい園地では生理落

果もみられる等、生育に影響がみられた。また、翌年の平成 7年 の花にも、花数の減少や、花器の

異常などがみられた。そのため、高温乾燥がりんごの花芽に与える影響を調査 した結果、知見が得

られたので参考に供する。

2.技 術内容

1)高 温 ・乾燥が翌年のりんごの花芽に及ぼす影響

(1)「 ム、じ」などの花芽形成時期にあたる7～ 8月 が高温 ・乾燥に経過した場合、翌年の 「な、

じ」 。「ジョナゴール ド」等の花芽数が減少する傾向がある。

(2)花 の特徴では、頂芽の中心花に異常がみられ、側花より中心花が短ぃ花そうが多く、果台

が長い傾向にあった。また、花数では、花芽数の多少に関わらず 1花 そう当りの花数は平年

とほぼ同程度であった。

2)高 温 ・乾燥時における翌年の花芽確保対策

(1)枝 の交差等により過繁茂となっている樹では、樹冠の外部に比べ内部での花芽分化が著 し

く低下することから、計画的な問伐や適正なせん定、夏季管理等を徹底する。

(2)摘 果の遅い樹は花芽の着生が特に劣る傾向にあることから、摘果では、適正着果量を守り、

通期に実施する。

(3)土 壌乾燥により花芽が減少する傾向がみられるので、土壌水分の保持能力を高めるための

上壊の物理性改善、土壕水分の競合を防ぐための樹冠下の清耕管理の徹底等、土壊管理を適

正に実施 し、水の確保が可能な場所ではかん水を行う。

(4)高 温時には、ハダニ類の発生や斑点落葉病等の病害虫の発生により落葉する場合もあるこ

とから、薬剤の選択や散布量 ・散布時期など、適正な防除を実施する。

3.指 導上の留意事項

1)翌 年の開花では、弱い花が多くみられることが多く、結実確保に努める。

2)花 芽数が少ない場合は、果実品質の劣る果実でも必要であれは残し、樹勢をコントロールする。

3)摘 果の実施方法、土壌管理方法については、果構指導要項を参照する。

4)か ん水方法は、 「畑地かんがい技術指導指針」 (1979,岩手県農政部)を 参照する。
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4.試 験成績の概要
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第 2図  「 え、じ」の花芽率と

前年7月最低気温(1984～1995)

‐第 1表 花 芽形成期の気温条件と花芽率
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第 1図  1994年 の 7月 ～ 8月 の気象経過(1994,岩手園試)
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第 3図  「シちナゴールト
｀
」の花芽率と

前年 7月 最低気温(1984～1995)

(1993,岩手園試)
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第 2表  高 温 ・乾燥年の 「お、じ」の花芽形成に対して過繁茂状態が及ぼす影響 (1995i着手園試)
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